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● オークランドの自治制度について 

 

団員 山本 昭宏 

 

ニュージーランド最大の都市オークランド市は、２０１０年１１月１日に、

１広域自治体、７地域自治体の合併により誕生し、各地域の要望とビジョンを

集約し、スーパーシティ・オークランドを世界で一番安全で一番住みやすい国

際競争力のある都市へと発展させるよう取り組んでいる。 

２０１０年以前のその地域は、１つの地方議会と３つの区議会、４つの市議

会、３０地方局（１４５名のメンバー）、１名の議長が地方議会より選出され、

７名の行政長官（全市、全区選出）、１３名の地方議員、９６名の地域権力者議

員、１４５名の地方局員で構成されていた。 

合併以降は、人口１４３万人（ニュージーランドの３２％）、ＧＤＰ（同３４％）、

１つのオークランド議会（市長）１名の政治権力のある行政長官、２０名の議

員、２１の地方局、１４９名の地方局員で構成されている、それぞれの任期は

３年で選挙によって選出される、投票率は８０％にせまる数字であった。２０

１１年１１月１日合併以降、８，５００名の職員数を抱える都市となるが安定

するにはまだ４～５年かかる見込みである。 

議会管理下の団体組織として、７つの機関がある（投資、財産、観光イベント

と経済発展、交通、湾岸、地方の整備、水道）。（下の図を参照） 
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 先の図の組織を中心に、オー

クランド市長、レン・ブラウ

ン氏のビジョンである世界で

一番住みやすい街を目指して、

（平等・安全・健康）（緑豊か

な街）（繁栄そして向上）（ア

クセスの良さ）（住民に愛され

る美しい街）（分化に豊み、創

造的な街）（世界でも希なマリ

オの文化）等を取り入れた、

オークランドプラン３０年構想計画を策定し、 

１．単一プラン（オークランドプランを実行する為の政策と運営） 

２．場所及び地理学的なエリアのプラン（地方エリア、シティーセンター、湾

岸の各プラン） 

３．核心プラン（経済発展計画、浪費（ムダ）の管理） 

４．長期プラン 

（議会の２０１２年の年間計画及び２０１２～２０２２年の１０年計画）（地

方局プラン２１地方局の３年計画）を基本とし、地域社会へのサービス供給

を積極的に取り組んでいる。 

 地域社会へのサービス提供とは 

１   統治と民主主義 

２   計画と運用 

３  コマーシャルと投資 

４  法人組織のサポート 

５  経済発展 

    資金の運用そして率先 

    観光、主要イベントそして産業の発展 

    湾岸の発展 

６  自然環境の保護 

７  廃棄物処理とリサイクル 

 
（プラダン国際関係課長による説明） 
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８  大雨、洪水の防御 

９  水の供給と下水道 

１０  輸送 

    公共輸送機関と交通の管理 

  道路と歩道の管理 

  駐車場の管理 

１１  コミュニティ 

    緊急非常管理 

    墓地 

    図書館 

    コミュニティサービス 

１２  ライフスタイルと文化 

    芸術・文化のイベントサービス 

    地域のイベントサービス 

    公園 

    レクリエーションサービス 

    地域のギャラリー・博物館・娯楽施設 

 

以上１２項目を中心に市民へのサービスを提供している。 

私の調査研究目的である住民自治は松山市における住民自治を想定して考え

ると別世界の感覚であり、町内会等の組織が無いゆえに町内会費も無い、消防

団的な組織や自主防災的な組

織も無い、あくまで自主・自

立であってボランィアが主体

である事、共助・公助は最低

限、福祉は充実しているので

独立心を持って生きていく、

この考えは多民族国家ゆえの

暗黙の了解の上で成り立って

いるのではなかろうか。 

 
（バンコープ社オフィスでの質疑応答） 
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また、政治・行政おいても、人種と宗教は持ち込まない潔さ、これは後で少

し歴史について触れるが、日本の様に多種・多様の思想がありすぎて、重箱の

隅をつつくような事ばかりで、少しも協調しようとしない日本国の政治の未熟

さを考えさせられた。 

 

歴史に目を移すと、ニュージーランド（オークランド）は１２世紀から１３

世紀にかけて、マオリ人が定住しマオリ人の多くの部族が領有していたが、１

８４０年以降はヨーロッパ人の定住が急速に始まり、３つの湾に面して地理形

優位から交易の要所として始まったオークランドは、今やニュージーランド最

大の都市になっている。人種も

多彩で、今ではヨーロッパ系約

５６％、アジア系約１９％、ポ

リネシアン系約１４％、マリオ

系約１１％、中東系、ラテンア

メリカ系、アフリカ系併せて約

１.５％、であり１８０を超える

民族が居を構え、約３７％の

人々がニュージーランドの国外

で生まれている。過去１５年間に最も人口の伸びを示した民族は、中国人、イ

ンド人、韓国人を中心とするアジア系の人々であり、２０５０年人口予測では

約２００万人（ニュージーランド人口の約４１％）に増加する見込みである。 

 

 最後に今回の視察で感じたことは、ニュージーランドの国自体が、多民族国

家であるということが根底にあるのかは定かでないが、事業主以外は終身雇用

制度という制度自体無く、公務員も同じで、また給料制度については週給制度

が常識であり、家族コミュ二ティに関して、子供は一定の年齢を過ぎれば、親

元から独立し世界各国に飛び立ち親の老後の面倒や財産をあてにする風潮を全

く感じなかった。 

我々日本人も何もかにも親の助力及び、公助に捉われず独立心を持ち自立し

なければいけないと感じた視察であった。 

 
（オークランド市内移動中の車内より） 


